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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トレッド、クラウン補強材を含むクラウン、2枚の側壁、2本のビード、これら2本のビ
ードに固定され且つ一方の側壁から他方の側壁まで延びているカーカス補強材を含むタイ
ヤであって、前記トレッドが、少なくとも下記の成分：
　35phr (エラストマー100質量部当りの質量部)と99phrの間の含有量のジエンエラストマ
ー；
　1phrと65phrの間の含有量の熱可塑性エラストマー；および
　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位を含む熱可塑性樹脂をベースとする
組成物を含み、
　前記熱可塑性エラストマーが、水素化されていてもよいブタジエン/スチレンランダム
コポリマータイプの少なくとも１個のエラストマーブロックとスチレンタイプの少なくと
も１個の熱可塑性ブロックとを含むブロックコポリマーであり、
前記SBRブロックが、ブタジエン成分中の二重結合の25～100モル%の範囲の割合を水素化
するように水素化されていることを特徴とする前記タイヤ。
【請求項２】
　前記ブロックコポリマーの熱可塑性スチレンブロックの画分が、5～70%の範囲内である
、請求項１記載のタイヤ。
【請求項３】
　前記ジエンエラストマーが、本質的に不飽和のジエンエラストマー類およびこれらのエ
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ラストマーの混合物からなる群から選ばれる、請求項１又は２記載のタイヤ。
【請求項４】
　ジエンエラストマーの含有量が40～90phrの範囲内であり、熱可塑性エラストマーの含
有量が10～60phrの範囲内である、請求項１～３のいずれか１項記載のタイヤ。
【請求項５】
　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑性樹脂が
、0～280℃の範囲内の規格ASTM D3418、1999年に従いDSCによって測定したガラス転移温
度(Tg)を有する、請求項１～４のいずれか１項記載のタイヤ。
【請求項６】
　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑性樹脂が
、下記の一般式(I)のポリフェニレン単位を主として含む化合物である、請求項１～５の
いずれか１項記載のタイヤ：
【化１】

(I)
(式中、
・R1、R2、R3およびR4は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、アルコキシ、ハロゲン、
アミノ、アルキルアミノまたはジアルキルアミノの各基、或いは少なくとも２個の炭素原
子を含み、ヘテロ原子によって遮断されていてもよく、さらに、置換されていてもよい炭
化水素系の基から選ばれる同一または異なる基を示し；一方のR1とR3および他方のR2とR4
は、これらを結合している炭素原子と一緒に、式(I)の化合物のベンゼン環に融合した１
個以上の環を形成し得；
・nは、3～300の範囲内の整数である)。
【請求項７】
　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑性樹脂の
含有量が、1～50phrの範囲内である、請求項１～６のいずれか１項記載のタイヤ。
【請求項８】
　前記トレッドの組成物が、さらに、補強用充填剤を80phr未満の含有量で含む、請求項
１～７のいずれか１項記載のタイヤ。
【請求項９】
　前記トレッドの組成物が、ポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑性樹
脂以外の可塑化系を含まないか、或いは可塑化系を20phr未満の総可塑剤含有量でもって
含む、請求項１～８のいずれか１項記載のタイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トレッドを備えたタイヤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常のタイヤにおいては、そのトレッドは、エラストマーとしてジエンエラストマーを
含む。このタイプのトレッドは、周知であって、多くの文献に記載されている。
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【０００３】
　幾つかの文献においては、ジエンエラストマーと熱可塑性エラストマーの混合物を含む
トレッドが記載されている。例えば、文献WO 2010/105984号は、スチレン/ブタジエンコ
ポリマー(SBR)、ポリブタジエン(BR)および不飽和熱可塑性スチレンエラストマー(TPS)、
さらにまた、タイヤの耐摩耗性を改良するための補強用充填剤を含むトレッド組成物を記
載している。
【０００４】
　タイヤの転がり抵抗性の改良と湿潤グリップ性の改良との間の妥協点に関連にして、本
出願人は、以前に、文献WO 2012/152686号において、少なくとも１種の熱可塑性エラスト
マーを含むトレッドを備えたタイヤを開示しており；上記熱可塑性エラストマーは、少な
くとも１個のエラストマーブロックと少なくとも１個の熱可塑性ブロックを含むブロック
コポリマーであり、熱可塑性エラストマーの総含有量は65～100phr(エラストマー100質量
部当りの質量部)の範囲内である。特に、本出願人は、熱可塑性エラストマーとしてスチ
レン/イソプレン/スチレン(SIS)トリブロックコポリマーを含むトレッドを、通常の組成
のトレッドと比較して転がり抵抗性の低下を可能にするものとして説明している。
【０００５】
　タイヤ製造業者の一定の目標は、調和させることが困難である性能特性、即ち、タイヤ
の転がり抵抗性とタイヤの湿潤グリップ性のバランスを改良することである。
【発明の概要】
【０００６】
　今回、本出願人は、驚くべきことに、特定の熱可塑性エラストマー、ジエンエラストマ
ーおよび特定の熱可塑性樹脂を含むトレッドを備えたタイヤが転がり抵抗性と湿潤グリッ
プ性との間に優れたバランスを得ることを可能にすることを見出した。
【０００７】
　従って、本発明の主題は、トレッド、クラウン補強材を含むクラウン、2枚の側壁、2本
のビード、これら2本ビードに固定され且つ一方の側壁から他方の側壁まで延びているカ
ーカス補強材を含むタイヤであって、上記トレッドが、35phr (エラストマー100質量部当
りの質量部)と99phrの間の含有量の少なくとも１種のジエンエラストマー、1phrと65phr
の間の含有量の熱可塑性エラストマー、および置換されていてもよいポリフェニレンエー
テル単位を含む熱可塑性樹脂をベースとする組成物を含み；上記熱可塑性エラストマーが
、水素化されていてもよいブタジエン/スチレンランダムコポリマータイプの少なくとも
１個のエラストマーブロックとスチレンタイプの少なくとも１個の熱可塑性ブロックとを
含むブロックコポリマーであることを特徴とする上記タイヤである。
【０００８】
　好ましくは、本発明は、上記熱可塑性エラストマーの数平均分子量が30 000g/モルと50
0 000g/モルの間である、上記で定義するようなタイヤに関する。
【０００９】
　同様に好ましくは、本発明は、上記ブロックコポリマーのエラストマーブロック(１個
以上)が25℃よりも低いガラス転移温度を有するエラストマーから選ばれる、上記で定義
するようなタイヤに関する。
【００１０】
　さらに好ましくは、本発明は、上記SBRエラストマーブロック(１個以上)が10～60%の範
囲内のスチレン含有量を有する、上記で定義するようなタイヤに関する。好ましくは、上
記SBRエラストマーブロック(１個以上)は、4モル%～75モル%の範囲内のブタジエン成分1,
2－結合含有量および20モル%～96モル%の範囲内の1,4－結合含有量を有する。同様に好ま
しくは、上記SBRエラストマーブロック(1個以上)は、ブタジエン成分中の二重結合の25～
100モル%の範囲の割合を水素化するように水素化されており、さらに好ましくは、ブタジ
エン成分中の50モル%～100モル%、好ましくは80モル%～100モル%の範囲の割合が水素化さ
れている。
【００１１】
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　好ましくは、本発明は、上記ブロックコポリマーの熱可塑性スチレンブロック(１個以
上)が80℃よりも高いガラス転移温度を、半結晶性熱可塑性ブロックの場合は80℃よりも
高い融点を有するポリマーから選ばれる、上記で定義するようなタイヤに関する。好まし
くは、上記ブロックコポリマーの熱可塑性スチレンブロックの画分は、5～70%の範囲内で
ある。好ましくは、上記ブロックコポリマーの熱可塑性ブロック(１個以上)は、ポリスチ
レンから；好ましくは、非置換スチレン、置換スチレンおよびこれらの混合物からなる群
から選ばれるスチレンモノマーから得られたポリスチレンから；さらに好ましくは、非置
換スチレン、メチルスチレン、パラ－tert－ブチルスチレン、クロロスチレン、ブロモス
チレン、フルオロスチレン、パラ－ヒドロキシスチレンおよびこれらの混合物からなる群
から選ばれるスチレンモノマーから得られたポリスチレンから選ばれる。極めて好ましく
は、上記ブロックコポリマーの熱可塑性ブロック(1個以上)は、非置換スチレン、o－メチ
ルスチレン、m－メチルスチレン、p－メチルスチレン、アルファ－メチルスチレン、アル
ファ,2－ジメチルスチレン、アルファ,4－ジメチルスチレン、ジフェニルエチレン、パラ
－tert－ブチルスチレン、o－クロロスチレン、m－クロロスチレン、p－クロロスチレン
、2,4－ジクロロスチレン、2,6－ジクロロスチレン、2,4,6－トリクロロスチレン、o－ブ
ロモスチレン、m－ブロモスチレン、p－ブロモスチレン、2,4－ジブロモスチレン、2,6－
ジブロモスチレン、2,4,6－トリブロモスチレン、o－フルオロスチレン、m－フルオロス
チレン、p－フルオロスチレン、2,4－ジフルオロスチレン、2,6－ジフルオロスチレン、2
,4,6－トリフルオロスチレン、パラ－ヒドロキシスチレンおよびこれらの混合物からなる
群から選ばれるスチレンモノマーから得られたポリスチレンから選ばれる。さらに好まし
くは、上記ブロックコポリマーの熱可塑性ブロック(１個以上)は、非置換ポリスチレンか
ら得られる。
【００１２】
　好ましくは、本発明は、上記ジエンエラストマー(即ち、１種以上のジエンエラストマ
ー)が本質的に不飽和のジエンエラストマー類およびこれらのエラストマーの混合物から
なる群から選ばれる、上記で定義するようなタイヤに関する。好ましくは、上記ジエンエ
ラストマーは、4～12個の炭素原子を有する共役ジエンモノマーの重合によって得られる
ホモポリマー、１種以上の共役ジエンの相互間の共重合または１種以上の共役ジエンと8
～12個の炭素原子を有する1種以上のビニル芳香族化合物との共重合によって得られるコ
ポリマー、およびこれらの混合物からなる群から選ばれる。さらに好ましくは、上記ジエ
ンエラストマーは、ポリブタジエン、合成ポリイソプレン、天然ゴム、ブタジエンコポリ
マー、イソプレンコポリマーおよびこれらのエラストマーの混合物からなる群から選ばれ
る。極めて好ましくは、上記ジエンエラストマーは、ブタジエンとスチレンのコポリマー
からなる群から選ばれる。
【００１３】
　好ましくは、本発明は、ジエンエラストマーの含有量が40～90phrの範囲内であり、熱
可塑性エラストマーの含有量が10～60phrの範囲内である、上記で定義するようなタイヤ
に関する。好ましくは、ジエンエラストマーの含有量は50～80phrの範囲内であり、熱可
塑性エラストマーの含有量は20～50phrの範囲内である。さらに好ましくは、ジエンエラ
ストマーの含有量は55～70phrの範囲内であり、熱可塑性エラストマーの含有量は30～45p
hrの範囲内である。
【００１４】
　好ましくは、本発明は、置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースと
する上記熱可塑性樹脂が、0～280℃、好ましくは5～250℃の範囲内の規格ASTM D3418、19
99年に従いDSCによって測定したガラス転移温度(Tg)を有する、上記で定義するようなタ
イヤに関する。
【００１５】
　好ましくは、本発明は、置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースと
する上記熱可塑性樹脂が、下記の一般式(I)のポリフェニレン単位を主として含む化合物
である、上記で定義するようなタイヤに関する：
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【化１】

　　　　　　　　　　　　　(I)

　式中、
・R1、R2、R3およびR4は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、アルコキシ、ハロゲン、
アミノ、アルキルアミノまたはジアルキルアミノの各基、或いは少なくとも2個の炭素原
子を含み、ヘテロ原子によって遮断されていてもよく、さらに、置換されていてもよい炭
化水素系の基から選ばれる同一または異なる基を示し；一方のR1とR3および他方のR2とR4
は、これらを結合している炭素原子と一緒に、式(I)の化合物のベンゼン環に融合した１
個以上の環を形成し得；
・nは、3～300の範囲内の整数である。
【００１６】
　さらに好ましくは、本発明は、置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベ
ースとする上記熱可塑性樹脂が、R1、R2、R3およびR4が、互いに独立して、下記の基から
選ばれる同一または異なる基を示す一般式(I)のポリフェニレン単位を主として含む化合
物である、上記で定義したようなタイヤに関する：
・水素；
・ヒドロキシル、アルコキシ、ハロゲン、アミノ、アルキルアミノまたはジアルキルアミ
ノの各基；
・1～25個(好ましくは2～18個)の炭素原子を含み、窒素、酸素およびイオウから選ばれた
ヘテロ原子によって遮断されていてもよく、さらに、ヒドロキシル、アルコキシ、アミノ
、アルキルアミノ、ジアルキルアミノまたはハロゲンの各基によって置換されていてもよ
い線状、枝分れまたは環状のアルキル基；
・6～18個(好ましくは6～12個)の炭素原子を含み、ヒドロキシル、アルコキシ、アミノ、
アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルまたはハロゲンの各基によって置換されて
いてもよいアリール基。
【００１７】
　さらに好ましくは、本発明は、置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベ
ースとする上記熱可塑性樹脂が、R1、R2、R3およびR4が、互いに独立して、下記の基から
選ばれる同一または異なる基を示す一般式(I)のポリフェニレン単位を主として含む化合
物である、上記で定義するようなタイヤに関する：
・水素；
・ヒドロキシル基または1～6個の炭素原子を含むアルコキシ基、ハロゲン、アミノ基、1
～6個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、または2～12個の炭素原子を含むジアルキルア
ミノ基；
・1～12個(好ましくは2～6個)の炭素原子を含み、ヘテロ原子によって遮断されていても
よく、さらに、ヒドロキシル基または1～6個の炭素原子を含むアルコキシ基、アミノ基ま
たは1～6個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、または2～12個の炭素原子を含むジアル
キルアミノ基、またはハロゲンによって置換されていてもよい線状、枝分れまたは環状の
アルキル基；
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・6～18個(好ましくは6～12個)の炭素原子を含み、ヒドロキシル基または1～6個の炭素原
子を含むアルコキシ基、アミノ基または1～6個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、また
は2～12個の炭素原子を含むジアルキルアミノ基、1～12個の炭素原子を含むアルキル基、
またはハロゲンによって置換されていてもよいアリール基。
【００１８】
　同様に好ましくは、本発明は、R1およびR2がアルキル基、特にメチル基を示し、R3およ
びR4が水素原子を示す、上記で定義するようなタイヤに関する。
【００１９】
　好ましくは、本発明は、置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースと
する上記熱可塑性樹脂が、nが3～50、好ましくは5～30、さらに良好には6～20の範囲内の
整数である一般式(1)のポリフェニレン単位を主として含む化合物である、上記で定義す
るようなタイヤに関する。
【００２０】
　好ましくは、本発明は、置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースと
する上記熱可塑性樹脂が、80質量%よりも多い、好ましくは95質量%よりも多い一般式(1)
のポリフェニレン単位を含む化合物である、上記で定義するようなタイヤに関する。
【００２１】
　同様に好ましくは、本発明は、置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベ
ースとする上記熱可塑性樹脂の含有量が1～50phr、好ましくは2～40phrの範囲内である、
上記で定義するようなタイヤに関する。さらに好ましくは、置換されていてもよいポリフ
ェニレンエーテル単位をベースとする上記熱可塑性樹脂の含有量は、2～30phr、好ましく
は2～20phrの範囲内である。
【００２２】
　同様に好ましくは、本発明は、上記トレッドの組成物が、さらに、補強用充填剤を80ph
r未満、好ましくは60phr未満の含有量で含む、上記で定義するようなタイヤに関する。好
ましくは、上記補強用充填剤の含有量は、3～50phr、好ましくは5～40phrである。上記補
強用充填剤は、カーボンブラックおよび/またはシリカである。好ましい実施態様によれ
ば、主要補強用充填剤は、シリカである。代替的にまた同様に好ましくは、主要補強用充
填剤は、カーボンブラックである。
【００２３】
　好ましくは、本発明は、上記トレッドの組成物が、ポリフェニレンエーテル単位をベー
スとする上記熱PPE樹脂以外の可塑化系を含まないか、或いは可塑化系を20phr未満、好ま
しくは15phr未満の総可塑剤含有量でもって含む、上記で定義するようなタイヤに関する
。
【００２４】
　好ましくは、本発明は、上記トレッドの組成物が架橋系をさらに含む。上記で定義する
ようなタイヤに関する。
【００２５】
　本発明は、さらに詳細には、自転車のような非自動車両、或いは、以下のタイプの自動
車：乗用車、SUV (“スポーツ用多目的車”)、二輪車(特にオートバイ)または航空機；並
びに、バン類、“大型”車両 (即ち、地下鉄列車、バス、大型道路輸送車(トラック、ト
ラクター、トレーラー)、または農業用車両もしくは土木工事機械のような道路外車両、
または他の輸送または操作用車両から選ばれる産業用車両に装着することを意図するタイ
ヤに関する。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　発明の詳細な説明
　本説明においては、特に明確に断らない限り、示す百分率(%)は、全て質量パーセント
である。
　さらにまた、用語“phr”は、本特許出願の関連において、一緒に混合したエラストマ
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ー、熱可塑性および非熱可塑性エラストマーの100質量部当りの質量部を意味する。本発
明の関連においては、熱可塑性エラストマー(TPE)は、上記エラストマーに包含される。
【００２７】
　さらにまた、“aとbの間”なる表現によって示される値の範囲は、いずれも、aよりも
大きくからbよりも小さいまでに及ぶ値の範囲を示し(即ち、限界値aとbは除外する)、一
方、“a～b”なる表現によって示される値の範囲は、いずれも、aからbまでに及ぶ値の範
囲を意味する(即ち、厳格な限定値aおよびbを包含する)。
【００２８】
　最後に、“主要”化合物に言及する場合、この化合物は、本発明の関連において、この
化合物が上記組成物において同じタイプの化合物のうちで主要であること、即ち、この化
合物が同じタイプの化合物のうちで最大の質量を示す化合物であることを意味するものと
する。
【００２９】
　従って、例えば、主要補強用充填剤は、上記組成物における補強用充填剤の総質量に対
して最大の質量を示す補強用充填剤である。これに対して、“小量”化合物は、同じタイ
プの化合物のうちで最大質量画分を示さない化合物である。
【００３０】
　1. トレッドの組成物
　本発明に従うタイヤは、トレッド、クラウン補強材を含むクラウン、2枚の側壁、2本の
ビード、これら2本ビードに固定され且つ一方の側壁から他方の側壁まで延びているカー
カス補強材を含み、上記トレッドが、35phr (エラストマー100質量部当りの質量部)と99p
hrの間の含有量の少なくとも１種のジエンエラストマー、1phrと65phrの間の含有量の熱
可塑性エラストマー、および置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位を含む熱
可塑性樹脂をベースとする組成物を含み；上記熱可塑性エラストマーが、水素化されてい
てもよいブタジエン/スチレンランダムコポリマータイプの少なくとも１個のエラストマ
ーブロックとスチレンタイプの少なくとも１個の熱可塑性ブロックとを含むブロックコポ
リマーであるという本質的な特徴を有する。
【００３１】
　1.1 SBRブロックとPSブロックを有する特定の熱可塑性エラストマー(TPE)
　一般に、熱可塑性エラストマー(TPEと略称する)は、エラストマーと熱可塑性ポリマー
との間の中間の構造を有する。これらは、可撓性エラストマーブロックによって連結され
た硬質熱可塑性配列からなるブロックコポリマーである。
【００３２】
　本発明の目的においては、上記特定の熱可塑性エラストマーは、水素化されていてもよ
いブタジエン/スチレン(SBR)ランダムコポリマータイプの少なくとも１個のエラストマー
ブロックとスチレンコポリマー(PS)タイプの少なくとも１個の熱可塑性ブロックとを含む
ブロックコポリマーである。以下の説明においては、SBRブロックに言及する場合、この
ブロックは、そのように、主として(即ち、50質量%よりも多く、好ましくは80質量%より
も多くが)、ブタジエン/スチレンランダムコポリマーからなり、このコポリマーは水素化
していてもしていなくてもよく、そして、スチレンブロックに言及する場合、このブロッ
クは、主として(即ち、50質量%よりも多く、好ましくは80質量%よりも多くが)、ポリスチ
レンのようなスチレンポリマーからなる。
【００３３】
　1. 1. 1 SBRブロックとPSブロックを有するTPEの構造
　SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEの数平均分子量(Mn)は、好ましくは30 000g/
モルと500 000g/モルの間、さらに好ましくは40 000g/モルと400 000g/モルの間である。
上記最低値よりも低いと、特に生じ得る希釈(増量用オイルの存在における)故にSBRブロ
ックとPSブロックを有する上記TPEのSBRエラストマー鎖間の凝集力に影響を与えるリスク
が存在する；さらにまた、加工温度の上昇は、機械的諸性質、特に、破断点諸性質に、“
高温”性能が低下する結果を伴って影響を及ぼすリスクがある。さらにまた、過度に高い
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Mnは、加工にとって有害であり得る。従って、50 000～300 000g/モル、さらに良好には6
0 000～150 000g/モルの範囲内の値がタイヤトレッド組成物におけるSBRブロックとPSブ
ロックを有する上記TPEの使用に特に良好に適することが観察されている。
【００３４】
　SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEの数平均分子量(Mn)は、サイズ排除クロマト
グラフィー(SEC)により、既知の方法で測定する。例えば、スチレン熱可塑性エラストマ
ーの場合、サンプルを、前以って、約1g/lの濃度でテトラヒドロフラン中に溶解し、その
後、溶液を、0.45μmの有孔度を有するフィルターにより、注入前に濾過する。使用する
装置は、Waters Allianceクロマトグラフィー系である。溶出溶媒はテトラヒドロフラン
であり、流量は0.7ml/分であり、系の温度は35℃であり、分析時間は90分である。商品名
Styragelを有する直列４本のWatersカラムセット(HMW7、HMW6Eおよび２本のHT6E)を使用
する。ポリマーサンプル溶液の注入容量は、100μlである。検出器はWaters 2410示差屈
折計であり、クロマトグラフデータを使用するその関連ソフトウェアは、Waters Milleni
umシステムである。算出した平均分子量を、ポリスチレン標準によって得られた較正曲線
と対比する。条件は、当業者であれば、調整し得ることである。
【００３５】
　SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEの多分散性指数PI (注：PI = Mw/Mn；Mwは質
量平均分子量、Mnは数平均分子量である)の値は、好ましくは3よりも低く、より好ましく
は2よりも低く、さらにより好ましくは1.5よりも低い。
【００３６】
　知られている通り、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、２つのガラス転移温
度ピーク(Tg；ASTM D3418に従って測定)、即ち、SBRブロックとPSブロックを有する上記T
PEのエラストマー部分に関連する最低温度およびSBRブロックとPSブロックを有する上記T
PEの熱可塑性部分に関連する最高温度を示す。従って、SBRブロックとPSブロックを有す
る上記TPEの可撓質SBRブロックは、周囲温度(25℃)よりも低いTgによって定義され、一方
、硬質PSブロックは、80℃よりも高いTgを有する。
【００３７】
　本特許出願においては、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEのガラス転移温度に
言及する場合、このガラス転移温度は、SBRエラストマーブロックに関連するTgである。S
BRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、好ましくは、好ましくは25℃以下、より好
ましくは10℃以下であるガラス転移温度(“Tg”)を示す。これらの最低値よりも高いTg値
は、極めて低温で使用するときの上記トレッドの性能を低下させ得る；そのような使用に
おいては、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEのTgは、さらにより好ましくは－10
℃以下である。同様に好ましくは、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEのTgは－10
0℃よりも高い。
【００３８】
　SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、小数のブロック(5個未満、典型的には2
個または3個)を有するコポリマーであり得、この場合、これらのブロックは、好ましくは
、15 000g/モルよりも大きい高分子量を有する。SBRブロックとPSブロックを有するこれ
らのTPEは、例えば、１個の熱可塑性ブロックと１個のエラストマーブロックを含むジブ
ロックコポリマーであり得る。また、これらのTPEは、多くの場合、１個の可撓質セグメ
ントによって連結された２個の硬質セグメントを有するトリブロックエラストマーでもあ
る。硬質および可撓質の各セグメントは、線状に、または星型または枝分れ形状で配置さ
せ得る。典型的には、これらのセグメントまたはブロックの各々は、多くの場合、少なく
とも5個よりも多い、一般的には10個よりも多い基本単位(例えば、スチレン/ブタジエン/
スチレンブロックコポリマーにおけるスチレン単位とブタジエン単位)を含む。
【００３９】
　また、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、多数のより小さなブロック(30個
以上、典型的には50～500個)を含み得、この場合、これらのブロックは、比較的低い、例
えば、500～5000g/モルの分子量を有する；SBRブロックとPSブロックを有するこれらのTP
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Eは、以降、SBRブロックとPSブロックを有するマルチブロックTPEと称し、エラストマー
ブロック/熱可塑性ブロック連鎖物である。
【００４０】
　第１の変形によれば、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、線状形である。例
えば、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、ジブロックコポリマーである：PSブ
ロック/SBRブロック。また、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、トリブロック
コポリマーであり得る：PSブロック/SBRブロック/PSブロック、即ち、１個の中心エラス
トマーブロックと該エラストマーブロックの２つの末端の各々における２個の末端熱可塑
性ブロック。同様に、SBRブロックとPSブロックを有するマルチブロックTPEは、SBRエラ
ストマーブロック/熱可塑性PSブロックの線状連鎖物であり得る。
【００４１】
　本発明のもう１つの別の変形によれば、本発明の前提条件において使用するSBRブロッ
クとPSブロックを有する上記TPEは、少なくとも3本の分岐を含む星型枝分れ形状にある。
例えば、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、その場合、少なくとも3本の分岐
を含む星型枝分れSBRエラストマーブロックと、該エラストマーブロックの分岐の各々の
末端に位置する熱可塑性PSブロックとからなり得る。中心エラストマーの分岐数は、例え
ば、3～12本、好ましくは3～6本の範囲であり得る。
【００４２】
　本発明のもう１つの変形によれば、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、枝分
れまたはデンドリマー形で提供される。SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEは、そ
の場合、枝分れまたはデンドリマーSBRエラストマーブロックと、該デンドリマーエラス
トマーブロックの各分岐の末端に位置するPS熱可塑性ブロックからなり得る。
【００４３】
　1. 1. 2. 上記エラストマーブロックの性質
　本発明の前提条件において、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEのエラストマー
ブロックは、全て、当業者にとって既知のブタジエン/スチレンランダムコポリマータイ
プのエラストマー(SBR)であり得る。
【００４４】
　SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEにおけるSBRエラストマーブロック画分は、3
0%～95％、好ましくは40%～92%、さらに好ましくは50%～90%の範囲内にある。
【００４５】
　これらのSBRブロックは、好ましくは、25℃よりも低い、好ましくは10℃よりも低い、
さらに好ましくは0℃よりも低い、極めて好ましくは－10℃よりも低い規格ASTM D3418、1
999年に従いDSCによって測定したTg (ガラス転移温度)を有する。同様に好ましくは、上
記SBRブロックのTgは、－100℃よりも高い。20℃と－70℃の間、さらに好ましくは0℃と
－50℃の間のTgを有するSBRブロックは特に適している。
【００４６】
　周知の通り、上記SBRブロックは、スチレン成分、ブタジエン成分の1,2－結合成分およ
びブタジエン成分の1,4－結合成分を含み、1,4－結合成分は、ブタジエン成分が水素化さ
れていない場合、トランス－1,4－結合成分とシス－1,4－結合成分からなる。
【００４７】
　好ましくは、例えば10質量%～60質量%、好ましくは20質量%～50質量%の範囲内のスチレ
ン含有量を、さらに、ブタジエン成分については4%～75% (モル%)の範囲内の1,2－結合含
有量および20%～96% (モル%)の範囲内の1,4－結合含有量を有するSBRブロックを特に使用
する。
【００４８】
　水素化の度合は、NMR分析によって測定する。スペクトルは、1H－X 5mm Cryoprobeを備
えたBruker Avance 500 MHzスペクトロメーターにおいて得られる。定量1H NMR試験は、
単純な30°パルスシーケンスおよび獲得毎に5秒間の繰返し時間を使用する。64回の集積
を実施する。サンプル(約25mg)を約1mlのCS2溶解中に溶解し、100μlの重水素化シクロヘ
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キサンを添加して獲得中の封じ込みを実施する。各化学シフトを、TMS (0ppmにおける1H 
δ ppm)を参照して、7.18ppmでのCS2 

1H δ ppmのプロトン化不純物に対して較正する。1

H NMRスペクトルは、種々の単位に特徴的なシグナルピークの積分によってミクロ構造を
定量化するのを可能にする：
　・SBRブロックおよびポリスチレンブロックに由来するスチレン。このスチレンは、5個
のプロトンに対する6.0ppmと7.3ppmの間の芳香族領域において定量可能である(7.18ppmに
おけるCS2不純物シグナルの積分の減算による)。
　・SBRに由来するPB1－2。このPBは、2個のプロトンに対する4.6ppmと5.1ppmの間のエチ
レン系領域において定量可能である。
　・SBRに由来するPB1－4。このPBは、2個のプロトンに対する5.1ppmと6.1ppmの間のエチ
レン系領域において、さらに、PB1－2単位の1個のプロトンの欠失によって定量可能であ
る。
　・水素化に由来し、脂肪族プロトンを有するのみの水素化PB1－2。水素化PB1－2の複数
のペンダントCH3を同定すると、3個のプロトンに対する0.4ppmと0.8ppmの間の脂肪族領域
において定量可能である。
　・水素化に由来し、脂肪族プロトンを有するのみの水素化PB1－4。この水素化物は、種
々の単位から脂肪族プロトンを減算することによって推定して8個のプロトンに対するも
のとみなす。
【００４９】
　ミクロ構造は、次のようにモル%を単位として定量化し得る：1つの単位のモル%＝単位/
Σの1Hの積分(各単位の1H積分)。例えば、スチレン単位においては、スチレンのモル% = 
(スチレンの1H積分)/(スチレンの1H積分 + PB1－2の1H積分 + PB1－4の1H積分 + 水素化P
B1－2の1H積分 + 水素化PB1－4の1H積分)。
【００５０】
　SBRブロックの水素化度に応じて、SBRブロックのブタジエン成分中の二重結合の含有量
は、完全水素化SBRブロックにおける0モル%の含有量の範囲まで低下し得る。好ましくは
、本発明の前提条件において使用するSBRブロックとPSブロックを有する上記TPEにおいて
は、SBRエラストマーブロックは、ブタジエン成分中の二重結合の25～100モル%の範囲の
割合が水素化されるように水素化する。さらに好ましくはブタジエン成分中の二重結合の
50モル%～100モル%、極めて好ましくは80モル%～100モル%を水素化する。
【００５１】
　本発明の意義の範囲内において、SBRブロックのスチレン成分は、スチレンモノマーか
ら選ばれ、特に、非置換スチレン、置換スチレンおよびこれらの混合物からなる群から選
ばれるモノマーからなり得る。置換スチレンのうちでは、メチルスチレン(好ましくは、o
－メチルスチレン、m－メチルスチレンおよびp－メチルスチレン、アルファ－メチルスチ
レン、アルファ,2－ジメチルスチレン、アルファ,4－ジメチルスチレンおよびジフェニル
エチレン)、パラ－tert－ブチルスチレン、クロロスチレン(好ましくは、o－クロロスチ
レン、m－クロロスチレン、p－クロロスチレン、2,4－ジクロロスチレン、2,6－ジクロロ
スチレンおよび2,4,6－トリクロロスチレン)、ブロモスチレン(好ましくは、o－ブロモス
チレン、m－ブロモスチレン、p－ブロモスチレン、2,4－ジブロモスチレン、2,6－ジブロ
モスチレンおよび2,4,6－トリブロモスチレン)、フルオロスチレン(好ましくは、o－フル
オロスチレン、m－フルオロスチレン、p－フルオロスチレン、2,4－ジフルオロスチレン
、2,6－ジフルオロスチレンまたは2,4,6－トリフルオロスチレン)、パラ－ヒドロキシス
チレンおよびこれらの混合物からなる群から選ばれる置換スチレンが好ましく選ばれる。
【００５２】
　本発明の好ましい実施態様によれば、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEのエラ
ストマーブロックは、全体で、25 000g/モル～350 000g/モル、好ましくは35 000g/モル
～250 000g/モルの範囲の数平均分子量(“Mn”)を有して、タイヤトレッドとしての使用
に適合し得る良好なマエラストマー特性と十分な機械的強度を、SBRブロックとPSブロッ
クを有する上記TPEに付与している。
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　また、上記エラストマーブロックは、上記で定義したような複数個のエラストマーブロ
ックからもなり得る。
【００５３】
　1. 1. 3. 熱可塑性ブロックの性質
　熱可塑性ブロックの定義については、該硬質熱可塑性ブロックのガラス転移温度(Tg)特
性を使用する。この特性は、当業者にとって周知である。この特性は、特に、工業的加工
(変換)温度を選択することを可能にする。非晶質ポリマー(またはポリマーブロック)の場
合は、加工温度は、Tgよりも実質的に高くに選定する。半結晶性ポリマー(またはポリマ
ーブロック)の特定の例においては、ガラス転移温度よりも高い融点が観察され得る。こ
の場合、当該ポリマー(またはポリマーブロック)における加工温度を選定することを可能
にするのはむしろ融点(M.p.)である。従って、この後、“Tg (または、M.p.でもよい)”
について言及する場合、この温度が加工温度を選定するのに使用する温度であるとみなす
必要があろう。
【００５４】
　本発明の前提条件に関しては、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEエラストマー
は、80℃以上のTg (または、M.p.でもよい)を有し且つ重合スチレン(PS)モノマーから形
成された１個以上の熱可塑性ブロックを含む。好ましくは、この熱可塑性ブロックは、80
℃～250℃で変動する範囲内のTg (または、M.p.でもよい)を有する。好ましくは、この熱
可塑性ブロックのTg (または、M.p.でもよい)は、好ましくは80℃～200℃、より好ましく
は80℃～180℃である。
【００５５】
　SBRブロックとPSブロックを有する上記TPE中の熱可塑性PSブロックの画分は、5%～70%
、好ましくは8%~60%、さらに好ましくは10%～50%の範囲内である。
【００５６】
　SBRブロックを有する上記TPEの熱可塑性ブロックは、ポリスチレンブロックである。好
ましいポリスチレンは、非置換スチレン、置換スチレンおよびこれらの混合物からなる群
から選ばれるスチレンモノマーから得られる。置換スチレンのうちでは、メチルスチレン
(好ましくは、o－メチルスチレン、m－メチルスチレンおよびp－メチルスチレン、アルフ
ァ－メチルスチレン、アルファ,2－ジメチルスチレン、アルファ,4－ジメチルスチレンお
よびジフェニルエチレン)、パラ－tert－ブチルスチレン、クロロスチレン(好ましくは、
o－クロロスチレン、m－クロロスチレン、p－クロロスチレン、2,4－ジクロロスチレン、
2,6－ジクロロスチレンおよび2,4,6－トリクロロスチレン)、ブロモスチレン(好ましくは
、o－ブロモスチレン、m－ブロモスチレン、p－ブロモスチレン、2,4－ジブロモスチレン
、2,6－ジブロモスチレンおよび2,4,6－トリブロモスチレン)、フルオロスチレン(好まし
くは、o－フルオロスチレン、m－フルオロスチレン、p－フルオロスチレン、2,4－ジフル
オロスチレン、2,6－ジフルオロスチレンまたは2,4,6－トリフルオロスチレン)、パラ－
ヒドロキシスチレンおよびこれらの混合物からなる群から選ばれる置換スチレンが好まし
く選ばれる。
【００５７】
　極めて好ましくは、SBRブロックを有する上記TPEの熱可塑性ブロックは、非置換ポリス
チレンから得られるブロックである。
　本発明の１つの変形によれば、少なくとも１種の他のモノマーと共重合させて、上記で
定義したようなTg (または、M.p.でもよい)を有する熱可塑性ブロックを調製することが
できる。
【００５８】
　実例としては、上記重合モノマーと共重合させ得るこの他のモノマーは、ジエンモノマ
ー、さらに詳細には、4～14個の炭素原子を有する共役ジエンモノマーおよび8～20個の炭
素原子を有するビニル芳香族タイプのモノマーから選択し得る。
【００５９】
　本発明によれば、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEの熱可塑性ブロックは、50
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00g/モル～150 000g/モルの範囲の数平均分子量(“Mn”)を有して、タイヤトレッドとし
ての使用に適合し得る良好なマエラストマー特性と十分な機械的強度を、SBRブロックとP
Sブロックを有する上記TPEに付与している。
　また、上記熱可塑性ブロックは、上記で定義したような複数個の熱可塑性ブロックから
もなり得る。
【００６０】
　1. 1. 4. SBRブロックとPSブロックを有するTPEの例
　SBRブロックとPSブロックを有する商業的に入手可能なTPEの例としては、Asahi Kasei
社から品名SOE S1611、SOE L605またはSOE L606として販売されているSOEタイプのエラス
トマーを挙げることができる。
【００６１】
　1. 1. 5. SBRブロックとPSブロックを有するTPEの量
　本発明のタイヤのトレッド組成物においては、SBRブロックとPSブロックを有する上記T
PEエラストマー(即ち、１種以上の上記TPEエラストマー)は、上記エラストマー組成物中
に存在するエラストマー全体の1質量%と65質量%の間、好ましくは10質量%と60質量%の間
、さらに好ましくは20～50質量%、極めて好ましくは30～45質量%の間の量を示す。
【００６２】
　従って、SBRブロックとPSブロックを有するTPEエラストマーの量は、１phrと65phrの間
、好ましくは10～60phr、さらに良好には20～50phr、特に30～45phrで変動する範囲内で
ある。事実、1phr未満のSBRブロックとPSブロックを有するTPEエラストマーの量によれば
、転がり抵抗性低下についての効果が認め難く、一方、65phrよりも多いSBRブロックとPS
ブロックを有するTPEエラストマーでは、上記組成物が温度による諸性質の極めて大きな
変化の結果によって熱可塑特性を装う。
【００６３】
　1. 2. ジエンエラストマー
　本発明に従うトレッドの組成物は、少なくとも１種(即ち、１種以上)のジエンゴムを含
む。ジエンエラストマーの全体含有量は、35phrと99phrの間、好ましくは、40～90phr、
好ましくは50～80phr、さらに好ましくは55～70phrの範囲内の量である。
【００６４】
　“ジエン”エラストマーまたはゴムは、知られている通り、ジエンモノマー(2個の共役
型または非共役型炭素‐炭素二重結合を担持するモノマー)から少なくとも部分的になる
１種以上のエラストマー(即ち、ホモポリマーまたはコポリマー)を意味するものと理解す
べきである。
【００６５】
　これらのジエンエラストマーは、２つのカテゴリー：“本質的に不飽和”または“本質
的に飽和”に分類し得る。
　“本質的に不飽和”は、一般に、15％(モル％)よりも多いジエン由来(共役ジエン)の単
位の含有量を有する共役ジエンモノマーに少なくとも部分的に由来するジエンエラストマ
ーを意味するものと理解されたい。“本質的に不飽和”のジエンエラストマーのカテゴリ
ーにおいては、“高不飽和”ジエンエラストマーは、特に、50％よりも多いジエン由来(
共役ジエン)の単位含有量を有するジエンエラストマーを意味するものと理解されたい。
【００６６】
　従って、ブチルゴムまたはEPDMタイプのジエンとα－オレフィンとのコポリマーのよう
なジエンエラストマーは、上記の定義に属さず、特に、“飽和”のジエンエラストマー(
低いまたは極めて低いジエン由来単位含有量、常に15%よりも低い)として説明し得る。
【００６７】
　これらの定義を考慮すれば、上記のカテゴリーにかかわらず、本発明に従う組成物にお
いて使用することのできるジエンエラストマー“は、さらに詳細には、以下を意味するも
のと理解されたい：
　(a) 4～12個の炭素原子を有する共役ジエンモノマーを重合させることによって得られ
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る任意のホモポリマー；
　(b) １種以上の共役ジエンの相互間の共重合または１種以上の共役ジエンと8～20個の
炭素原子を有する１種以上のビニル芳香族化合物との共重合によって得られる任意のコポ
リマー；
　(c) エチレン、3～6個の炭素原子を含有するα‐オレフィンを、6～12個の炭素原子を
含有する非共役ジエンモノマーと共重合させることによって得られる３成分コポリマー、
例えば、上記タイプの非共役ジエンモノマー、例えば、特に、1,4‐ヘキサジエン、エチ
リデンノルボルネンまたはジシクロペンタジエンと一緒のエチレンおよびプロピレンから
得られるエラストマー；および、
　(d) イソブテンとイソプレンのコポリマー(ブチルゴム)、さらにまた、このタイプのコ
ポリマーのハロゲン化形、特に、塩素化または臭素化形。
【００６８】
　任意のタイプのジエンエラストマーを、本発明においては使用することができる。上記
組成物が加硫系を含有する場合、好ましくは、特に上記のタイプ(a)または(b)の本質的に
不飽和のジエンエラストマーを本発明に従うタイヤトレッドの製造においては使用する。
【００６９】
　以下は、共役ジエン類として特に適している：1,3－ブタジエン；2－メチル－1,3－ブ
タジエン；例えば、2,3－ジメチル－1,3－ブタジエン、2,3－ジエチル－1,3－ブタジエン
、2－メチル－3－エチル－1,3－ブタジエンまたは2－メチル－3－イソプロピル－1,3－ブ
タジエンのような2,3－ジ(C1～C5アルキル)－1,3－ブタジエン；アリール－1,3－ブタジ
エン；1,3－ペンタジエンまたは2,4－ヘキサジエン。以下は、例えば、ビニル芳香族化合
物として適している：スチレン；オルト－、メタ－またはパラ－メチルスチレン；“ビニ
ルトルエン”市販混合物；パラ－(tert－ブチル)スチレン；メトキシスチレン；クロロス
チレン；ビニルメシチレン；ジビニルベンゼンまたはビニルナフタレン。
【００７０】
　上記のコポリマーは、99質量％と20質量％の間の量のジエン単位および1質量％と80質
量％の間の量のビニル芳香族単位を含み得る。上記エラストマーは、使用する重合条件、
特に、変性剤および/またはランダム化剤の存在または不存在並びに使用する変性剤およ
び/またはランダム化剤の量に依存する任意のミクロ構造を有し得る。上記エラストマー
は、エマルジョン中または溶液中で調製し得る；これらのエラストマーは、カップリング
剤および/または星型枝分れ化剤或いは官能化剤によってカップリングしおよび/または星
型枝分れ化し或いは官能化し得る。カーボンブラックとカップリングさせるには、例えば
、C‐Sn結合を含む官能基、または、例えば、ベンゾフェノンのようなアミノ化官能基を
挙げることができる；シリカのような補強用無機充填剤とカップリングさせるには、シラ
ノール官能基またはシラノール末端を有するポリシロキサン官能基(例えば、FR 2 740 77
8号またはUS 6 013 718号に記載されているような)、アルコキシシラン基(例えば、FR 2 
765 882号またはUS 5 977 238号に記載されているような)、カルボキシル基(例えば、WO 
01/92402号またはUS 6 815 473号、WO 2004/096865号またはUS 2006/0089445号に記載さ
れているような)、或いはポリエーテル基(例えば、EP 1 127 909号またはUS 6 503 973号
、WO 2009/000750号またはWO 2009/000752号に記載されているような)を挙げることがで
きる。また、官能化エラストマーの他の例としては、エポキシ化タイプのエラストマー(S
BR、BR、NRまたはIRのような)も挙げることができる。
【００７１】
　1. 3. PPE樹脂
　本発明に従う組成物は、置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースと
する熱可塑性樹脂(“PPE樹脂”と略称する)。このタイプの化合物は、例えば、VCH社によ
って出版された百科事典 "Ullmann’s Encyclopedia of Industrial Chemistry" A 21巻
、605～614頁、第5版、1992年に記載されている。
【００７２】
　本発明の前提条件において使用するPPE樹脂は、0～280℃、好ましくは5～250℃、さら
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に好ましくは5～220℃の範囲内の規格ASTM D3418、1999年に従いDSCによって測定したガ
ラス転移温度(Tg)を有する。0℃よりも低いと、上記PPE樹脂がこの樹脂を含む組成物中で
Tgの十分なシフトを可能にすることができず、280℃よりも高いと、特に均質な混合物を
得ることに関しての製造問題に遭遇し得る。
【００７３】
　好ましくは、上記PPE樹脂は、下記の一般式(I)のポリフェニレンエーテル単位を含む化
合物である：
【化２】

　　　　　　　　　　　(I)

　式中、
・R1、R2、R3およびR4は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、アルコキシ、ハロゲン、
アミノ、アルキルアミノまたはジアルキルアミノの各基、少なくとも２個の炭素原子を含
み、ヘテロ原子によって遮断されていてもよく、さらに、置換されていてもよい炭化水素
系の基から選ばれる同一または異なる基を示し；一方のR1とR3および他方のR2とR4は、こ
れらを結合している炭素原子と一緒に、式(I)の化合物のベンゼン環に融合した１個以上
の環を形成し得；
・nは、3～300の範囲内の整数である。
【００７４】
　好ましくは、R1、R2、R3およびR4は、互いに独立して、下記の基から選ばれる同一また
は異なる基を示す：
・水素；
・ヒドロキシル、アルコキシ、ハロゲン、アミノ、アルキルアミノまたはジアルキルアミ
ノの各基；
・1～25個(好ましくは2～18個)の炭素原子を含み、窒素、酸素およびイオウから選ばれた
ヘテロ原子によって遮断されていてもよく、さらに、ヒドロキシル、アルコキシ、アミノ
、アルキルアミノ、ジアルキルアミノまたはハロゲンの各基によって置換されていてもよ
い線状、枝分れまたは環状のアルキル基；
・6～18個(好ましくは6～12個)の炭素原子を含み、ヒドロキシル、アルコキシ、アミノ、
アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルまたはハロゲンの各基によって置換されて
いてもよいアリール基。
【００７５】
　さらに好ましくは、R1、R2、R3およびR4は、互いに独立して、下記の基から選ばれる同
一または異なる基を示す：
・水素；
・ヒドロキシル基、1～6個の炭素原子を含むアルコキシ基、ハロゲン基、アミノ基、1～6
個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、または2～12個の炭素原子を含むジアルキルアミ
ノ基；
・1～12個(好ましくは2～6個)の炭素原子を含み、ヘテロ原子によって遮断されていても
よく、さらに、ヒドロキシル基、1～6個の炭素原子を含むアルコキシ基、アミノ基または
1～6個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、2～12個の炭素原子を含むジアルキルアミノ
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基またはハロゲンによって置換されていてもよい線状、枝分れまたは環状のアルキル基；
・6～18個(好ましくは6～12個)の炭素原子を含み、ヒドロキシル基、1～6個の炭素原子を
含むアルコキシ基、アミノ基、1～6個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、2～12個の炭
素原子を含むジアルキルアミノ基、1～12個の炭素原子を含むアルキル基、またはハロゲ
ンによって置換されていてもよいアリール基。
【００７６】
　さらに一層好ましくは、R1およびR2はアルキル基、特にメチル基を示し、R3およびR4は
水素原子を示す。この場合、上記PPE樹脂は、ポリ(2,6－ジメチル－1,4－フェニレンエー
テル)である。
【００７７】
　同様に好ましくは、nは、3～50、好ましくは5～30、さらに良好には6～20の範囲内の整
数である。
【００７８】
　好ましくは、上記PPE樹脂は、80質量%よりも多い、さらにより好ましくは95質量%より
も多い一般式(1)のポリフェニレン単位を含む。
【００７９】
　例としては、ポリ(2,6－ジメチル－1,4－フェニレンエーテル)、特に、Sabic社からのN
oryl SA120またはAsahi Kasei社からのXyron S202を挙げることができる。
【００８０】
　知られている通り、PPE樹脂は、特に、およそ1000～45 000g/モル、一般に15 000～45 
000g/モルで変動し得る数平均分子量(Mn)を有する；Mnは、SEC (GPCとも称する、文献US 
4 588 806号、第8欄におけるように)。本発明の目的においては、10 000～45 000g/モル
、好ましくは15 000～40 000g/モル、さらに好ましくは25 000～40 000g/モルの範囲の分
子量Mnを有するPPE樹脂が、本発明の組成物において好ましい。
【００８１】
　好ましくは、上記PPE樹脂の上記TPEの多分散性指数PI (注：PI = Mw/Mn；Mwは質量平均
分子量、Mnは数平均分子量である)の値は、好ましくは5よりも低く、より好ましくは3よ
りも低く、さらにより好ましくは2よりも低い。
【００８２】
　上記組成物中のPPE樹脂の含有量は、好ましくは1～50phr、より好ましくは2～40phr、
さらにより好ましくは2～30phr、極めて好ましくは2～20phrの範囲内である。
【００８３】
　1. 4. ナノメートルまたは補強用充填剤
【００８４】
　上述のエラストマー(1種以上)およびPPE樹脂は、本発明に従うトレッドが有用であるた
めにはこれら自体で十分である。好ましくは、本発明に従う組成物は、補強用充填剤も含
み得る。
【００８５】
　補強用充填剤を使用する場合、タイヤの製造において一般的に使用する任意のタイプの
充填剤、例えば、カーボンブラックのような有機充填剤、シリカのような無機補強用充填
剤、またはこれら２つのタイプの充填剤のブレンド、特にカーボンブラックとシリカの混
合物を使用し得る。好ましくは、本発明の目的においては、主要充填剤は、シリカ或いは
互換的にカーボンブラックである。
【００８６】
　タイヤにおいて通常使用する全てのカーボンブラック(“タイヤ”級ブラック類)がカー
ボンブラックとして適している。さらに詳細には、例えば、N115、N134、N234、N326、N3
30、N339、N347またはN375のブラック類のようなカーボンブラック(ASTM級)、或いは、よ
り高級シリーズ(例えば、N660、N683またはN722)の、実際にはN990でさえのブラック類が
挙げられる。
【００８７】
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　“補強用無機充填剤”とは、本出願においては、定義すれば、カーボンブラックに対比
して“白色充填剤”、“透明充填剤”または実際には“非黒色充填剤”としても知られて
おり、それ自体で、中間カップリング剤以外の手段によることなく、タイヤの製造を意図
するゴム組成物を補強し得る、換言すれば、その補強機能において、通常のタイヤ級カー
ボンブラックと置換わり得る任意の無機または鉱質充填剤(その色合およびその由来(天然
または合成)の如何を問わない)を意味するものと理解すべきである；そのような充填剤は
、一般に、知られている通り、その表面でのヒドロキシル基(－OH基)の存在に特徴を有す
る。
【００８８】
　上記補強用無機充填剤を使用する物理的状態は、この充填剤が粉末、微真珠状物、顆粒
、ビーズまたは任意の他の適切な高密度化形のいずれであれ、重要ではない。勿論、用語
“補強用無機充填剤”は、種々の補強用無機充填剤、特に、下記で説明するような高分散
性シリカ質および/またはアルミナ質充填剤の混合物も意味する。
【００８９】
　シリカ質タイプ、特にシリカ(SiO2)またはアルミナ質タイプ、特にアルミナ(Al2O3)の
鉱質充填剤は、補強用無機充填剤として特に適している。使用するシリカは、当業者にと
って既知の任意の補強用シリカ、特に、共に450m2/g未満、好ましくは30～400m2/g、特に
60m2/gと300m2/gの間であるBET表面積とCTAB比表面積を有する任意の沈降またはヒューム
ドシリカであり得る。高分散性沈降シリカ(HDS)の例としては、Degussa社からのUltrasil
 7000およびUltrasil 7005シリカ類；Rhodia社からのZeosil 1165MP、1135MPおよび1115M
Pシリカ類；PPG社からのHi‐Sil EZ150Gシリカ；Huber社からのZeopol 8715、8745または
8755シリカ類；または、出願WO 03/01387号に記載されているような高表面積を有するシ
リカ類が挙げられる。
【００９０】
　補強用無機充填剤をジエンエラストマーにカップリングさせるためには、例えば、知ら
れている通り、無機充填剤(その粒子表面)とジエンエラストマー間に化学的および/また
は物理的性質の十分な結合を確保することを意図する少なくとも二官能性のカップリング
剤(または結合剤)、特に、少なくとも二官能性のオルガノシランまたはポリオルガノシロ
キサン類を使用することができる。
【００９１】
　上記組成物中の任意構成成分としての補強用充填剤の容量による含有量は0～20％の範
囲内であり、この含有量は、可塑剤を含まない組成物における0～50phrに相当する。好ま
しくは、上記組成物は、補強用充填剤を、80phr未満(特に1phrと80phrの間の量)、好まし
くは60phr未満(特に1phrと60phrの間の量)、より好ましくは3～50phr、さらに良好には5
～40phrでの範囲内の含有量で含む。
【００９２】
　1. 5. 可塑剤
　上述のエラストマー(1種以上)および樹脂は、本発明に従うトレッドが有用であるため
にはこれら自体で十分である。
【００９３】
　従って、本発明の好ましい実施態様によれば、上記のエラストマー組成物は、上記PPE
樹脂以外のオイルまたは熱可塑性樹脂タイプの可塑剤を何ら含まないか、或いは、上記組
成物が可塑剤を含む場合、上記組成物は、可塑化系を20phr未満(特に0.5phrと20phrの間
の量)、好ましくは15phr未満(特に0.5phrと15phrの間の量)、さらに好ましくは10phr未満
(特に0.5phrと10phrの間の量)、さらに良好には5phr未満(特に0.5phrと5phrの間の量)の
可塑剤を含む。同様に好ましくは、上記組成物は、上記PPE樹脂以外の何らの可塑剤を含
まない。当業者にとっては知られているように、可塑剤は、オイル(即ち、可塑化用また
は増量用オイル)または可塑化用樹脂を称するのに使用し、その役割は、モジュラスを低
下させ且つ粘着付与力を増大させることによってトレッドの加工、特に、そのタイヤへの
取込みを容易にすることである。
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【００９４】
　好ましくは弱極性を有し、エラストマー、特に、熱可塑性エラストマーを増量または可
塑化することのできる任意のオイルを使用し得る。室温(23℃)において、これらのオイル
は、比較的粘稠であり、本来固体である特に樹脂またはゴムと対比して液体(即ち、注釈
すれば、最終的にその容器の形に適合する能力を有する物質)である。また、当業者にと
って既知の任意のタイプの可塑化用樹脂も使用し得る。
【００９５】
　当業者であれば、上記の説明および下記の典型的な実施態様に照らして、可塑剤の量を
、使用するSBRブロックとPSブロックを有する上記TPEおよび上記トレッドを備えたタイヤ
の特定の使用条件の関数として、特に、使用を意図する空気式物品の関数として如何にし
て調整するかは承知していることであろう。
【００９６】
　1. 6. 各種添加剤
　上述のエラストマー(1種以上)およびPPE樹脂は、本発明に従うトレッドが有用であるた
めにはこれら自体で十分である。
【００９７】
　しかしながら、本発明の好ましい実施態様によれば、上記のエラストマー組成物は、ト
レッド中に通常存在し当業者にとって既知の各種添加剤も含み得る。例えば、酸化防止剤
またはオゾン劣化防止剤のような保護剤、UV安定剤、各種加工助剤または他の安定剤、或
いは空気式物品の構造体の残余部への接着を促進し得る促進剤から選ばれる１種以上の添
加剤を選択し得る。
【００９８】
　同様に、また、任意構成成分として、本発明のトレッドの組成物は、イオウまたはイオ
ウ供与体と任意構成成分としての１種以上の加硫活性化剤および/または促進剤とを含む
加硫系のような、当業者にとって既知の架橋系も含み得る。
【００９９】
　2. 製造
　本発明に従うタイヤ用のトレッド組成物は、適切なミキサー内で、当業者にとって周知
である２つの連続する以下の製造段階：110℃と190℃の間、好ましくは130℃と180℃の間
の最高温度までの高温において熱機械的に加工または混練する第１段階(“非生産”段階
とも称する)、その後の、典型的には110℃よりも低い、例えば、60℃と100℃の間の低め
の温度において機械的加工する第２段階を使用して製造し、この仕上げ段階において、架
橋または加硫系を混入する；そのような段階は、例えば、出願EP‐A‐0 501 227号、EP‐
A‐0 735 088号、EP‐A‐0 810 258号、WO00/05300号またはWO00/05301号に記載されてい
る。SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEエラストマーとPPE樹脂を、これらの市販
形状で、例えば、ビーズまたは顆粒形で上記第１段階において導入する。好ましい別法と
しては、SBRブロックとPSブロックを有する上記TPEエラストマーとPPE樹脂とのみを含む
マスターバッチを製造し、その後、このマスターバッチを完成混合物の製造に使用するこ
ともできる。知られている通り、このマスターバッチは、ツインスクリュウー内で、180
℃と280℃の間の温度、例えば、230℃において製造し得る。
【０１００】
　本発明に従うタイヤ用のトレッドは、その後、通常の方法で押出加工してその形状要素
を製造する。その後、トレッドパターンを、タイヤの硬化用モールド内で彫刻する。
【０１０１】
　このトレッドは通常の方法でタイヤ上に取付けることができ、そのタイヤは、本発明に
従うトレッド以外に、クラウン、2枚の側壁と2本のビード、2本のビードに固定させたカ
ーカス補強材およびクラウン補強材を含む。
【０１０２】
　本発明の典型的な実施態様
　本発明に従うタイヤトレッド組成物を、上記で説明したようにして製造した。
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　上記組成物について実験室において実施した試験
　・動的特性
　動的特性G*およびtanδmaxは、規格ASTM D 5992‐96に従って、粘度アナライザー(Metr
avib VA4000)において測定する。10Hzの周波数においての単純な交互剪断応力における正
弦化荷重に、規格ASTM‐D‐1349‐99に従い、40℃の温度において供した加硫組成物のサ
ンプル(4mmの厚さおよび400mm2の断面積を有する円筒状試験標本)の応答を記録する。頂
点間歪み振幅掃引を、0.1％から50％まで(前向きサイクル)、次いで、50％から0.1％まで
(戻りサイクル)において実施する。使用する結果は、複素動的剪断モジュラス(G*)および
損失係数tan(δ)である。観察されたtan(δ)の最高値(tan(δ)max)および0.1%と50%の歪
みの値間の複素モジュラス(DG*)の差(パイネ効果)は、戻りサイクルにおいて示される。
【０１０４】
　40℃におけるtan(δ)maxの値が低いほど、上記組成物のヒステリシスは低く、ひいては
、その転がり抵抗性も低い。より高い可読性のために、結果を基本点100での性能単位と
して示す。値100は、対照に対して割り当てる。100よりも低い結果は、転がり抵抗性能の
低下(40℃におけるtan(δ)maxの値の上昇)を示し、逆に、100よりも高い結果は、転がり
抵抗性能の向上(40℃におけるtan(δ)maxの値の低下)を示す。
【０１０５】
　動摩擦係数
　動摩擦係数の測定は、L.Busse、A.Le GalおよびM.Kuppelによって開示された方法(Mode
lling of Dry and Wet Friction of Silica Filled Elastomers on Self-Affine Road Su
rfaces, Elastomer Friction, 2010, 51, p.8)と同一の方法によって実施した。試験標本
は、6mm厚の正方形試験標本(50mm×50mm)を成型し、次いで加硫することによって作成す
る。モールドを閉じた後、モールドを150℃の加熱プラテンを含むプレス内に50分間16バ
ールの圧力下に置く。これらの測定を実施するのに使用する表面は、BBTMタイプのアスフ
ァルトコンクリート製の真の道路表面から抜出した中心部(規格 NF P 98－137)である。
ろう接(dewettng)現象および地面と材料間の二次的グリップ力の出現を防止するためには
、地面＋試験標本系を界面活性剤(Sinnozon - CAS number: 25155‐30‐0)の5%水溶液中
に浸漬する。この水溶液の温度は、恒温浴を使用して調整する。試験標本を地面に平行な
並進での滑り運動に供する。滑り速度SVは、0.03m/秒にセットする。適用した垂直応力sn
は、100kPaである。これらの条件は、以降、“湿潤地面条件”で説明する。地面上の試験
標本の運動に対する接線応力stを連続して測定する。接線応力st対垂直応力snの比は、動
摩擦係数μを示す。下記の表に示す値は、接線応力st値の安定化後の連続走査条件下に得
られた動摩擦係数値である。
【０１０６】
　より高い可読性のために、結果を基本点100での性能単位として示す。値100は、対照に
対して割り当てる。100よりも低い結果は、湿潤グリップ性能の低下を示し、逆に、100よ
りも高い結果は、湿潤性能の向上を示す。
【実施例】
【０１０７】
　実施例
　本発明に従うタイヤトレッド組成物(A2)を上記で示すようにして調製し、２例の対照組
成物、即ち、通常のタイヤトレッド組成物(A0)およびPPE樹脂を含まない組成物(A1)と比
較した。これらトレッドの組成を下記の表１に示す。
【０１０８】
表 1
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 (1) 4%の1,2－単位および93%のシス－1,4－単位を含むBR (Tg = －106℃)；
 (2) 溶液 SSBR (乾燥SBRとして示す含有量：41%のスチレン、24%の1,2－ポリブタジエン
単位および50%のトランス－1,4－ポリブタジエン単位) (Tg = －25℃)；
 (3) SOE熱可塑性エラストマー、Asahi Kasei社からのSOE L606；
 (4) PPE樹脂： ポリ(2,6－ジメチル－1,4－フェニレンエーテル)、Asahi Kasei社からの
Xyron S202 A、Mn = 37 000g/モル、Tg = 215℃；
 (5) カーボンブラック N234；
 (6) シリカ (Rhodia社からのZeosil 1165MP)；
 (7) TESTPカップリング剤 (Si69、Degussa社から)；
 (8) MESオイル、Shell社からのCatenex SNR；
 (9) C5/C9樹脂、STS社からのCray Valley Wingtack；
 (10) N－(1,3－ジメチルブチル)－N－フェニル－パラ－フェニレンジアミン (Flexsys社
からのSantoflex 6‐PPD)；
 (11) DPG = ジフェニルグアニジン (Flexsys社からのPerkacit DPG)；
 (12) 酸化亜鉛、工業級、Umicore社；
 (13) Stearin (Uniqema社からのPristerene)；
 (14) N－ジシクロヘキシル－2－ベンゾチアゾールスルフェンアミド、(Flexsys社からの
Santocure CBS)。
【０１０９】
　これらの組成物において、トレッド組成物中のジエンエラストマーとのブレンドでのSB
R及びPSブロックを含むTPEエラストマーの使用により、コントロールの組成物に対して補
強用充填剤及び可塑剤の含有量を低減させる可能性に気付くであろう。
　本発明の性能特性を実験室において評価した；結果を下記の表２に示す。

表２
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【０１１０】
　表２に示す結果は、本発明に従う組成物がジエンエラストマーの１部をSBRブロックとP
Sブロックを有するTPEによって置換えることを可能にし、そして、PPE樹脂の存在におい
て、転がり抵抗性および湿潤制動に関して期待し得る性能特性の顕著な改善を可能にして
いることを実証している。さらにまた、最新技術に照らして、ジエンエラストマーとのブ
レンドにおけるSBRブロックとPSブロックを有する上記TPEが上記トレッド組成物中の充填
剤と可塑剤の量を有意に低減することを可能にし、それによって手法の経済性および加工
の容易性を可能にしていることは、極めて驚くべきことである。
　なお、本発明としては、以下の態様も好ましい。
〔１〕　トレッド、クラウン補強材を含むクラウン、2枚の側壁、2本のビード、これら2
本ビードに固定され且つ一方の側壁から他方の側壁まで延びているカーカス補強材を含む
タイヤであって、前記トレッドが、35phr (エラストマー100質量部当りの質量部)と99phr
の間の含有量の少なくとも１種のジエンエラストマー、1phrと65phrの間の含有量の熱可
塑性エラストマー、および置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位を含む熱可
塑性樹脂をベースとする組成物を含み；前記熱可塑性エラストマーが、水素化されていて
もよいブタジエン/スチレンランダムコポリマータイプの少なくとも１個のエラストマー
ブロックとスチレンタイプの少なくとも１個の熱可塑性ブロックとを含むブロックコポリ
マーであることを特徴とする前記タイヤ。
〔２〕　前記熱可塑性エラストマーの数平均分子量が、30 000g/モルと500 000g/モルの
間である、〔１〕記載のタイヤ。
〔３〕　前記ブロックコポリマーのエラストマーブロックが、25℃よりも低いガラス転移
温度を有するエラストマーから選ばれる、〔１〕および〔２〕のいずれか１項記載のタイ
ヤ。
〔４〕　前記SBRエラストマーブロックが、10～60%の範囲内のスチレン含有量を有する、
〔１〕～〔３〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔５〕　前記SBRエラストマーブロックが、4モル%～75モル%の範囲内のブタジエン成分1,
2－結合含有量および20モル%～96モル%の範囲内の1,4－結合含有量を有する、〔１〕～〔
４〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔６〕　前記SBRエラストマーブロックが、ブタジエン成分中の二重結合の25～100モル%
の範囲の割合を水素化するように水素化されている、〔１〕～〔５〕のいずれか１項記載
のタイヤ。
〔７〕　前記SBRエラストマーブロックが、ブタジエン成分中の二重結合の50～100モル%
、好ましくは80モル%～100モル%の範囲の割合を水素化するように水素化されている、〔
６〕記載のタイヤ。
〔８〕　前記ブロックコポリマーの熱可塑性スチレンブロックが、80℃よりも高いガラス
転移温度を、半結晶性熱可塑性ブロックの場合は80℃よりも高い融点を有するポリマーか
ら選らばれる、〔１〕～〔７〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔９〕　前記ブロックコポリマーの熱可塑性スチレンブロックの画分が、5～70%の範囲内
である、〔１〕～〔８〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔１０〕　前記ブロックコポリマーの熱可塑性ブロックが、ポリスチレンから選ばれる、
〔１〕～〔９〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔１１〕　前記ブロックコポリマーの熱可塑性ブロックが、非置換スチレン、置換スチレ
ンおよびこれらの混合物からなる群から選ばれるスチレンモノマーから得られたポリスチ
レンから選ばれる、〔１０〕記載のタイヤ。
〔１２〕　前記ブロックコポリマーの熱可塑性ブロックが、非置換スチレン、メチルスチ
レン、パラ－tert－ブチルスチレン、クロロスチレン、ブロモスチレン、フルオロスチレ
ン、パラ－ヒドロキシスチレンおよびこれらの混合物からなる群から選ばれるスチレンモ
ノマーから得られたポリスチレンから選らばれる、〔１１〕の記載のタイヤ。
〔１３〕　前記ブロックコポリマーの熱可塑性ブロックが、非置換スチレン、o－メチル
スチレン、m－メチルスチレン、p－メチルスチレン、アルファ－メチルスチレン、アルフ
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ァ,2－ジメチルスチレン、アルファ,4－ジメチルスチレン、ジフェニルエチレン、パラ－
tert－ブチルスチレン、o－クロロスチレン、m－クロロスチレン、p－クロロスチレン、2
,4－ジクロロスチレン、2,6－ジクロロスチレン、2,4,6－トリクロロスチレン、o－ブロ
モスチレン、m－ブロモスチレン、p－ブロモスチレン、2,4－ジブロモスチレン、2,6－ジ
ブロモスチレン、2,4,6－トリブロモスチレン、o－フルオロスチレン、m－フルオロスチ
レン、p－フルオロスチレン、2,4－ジフルオロスチレン、2,6－ジフルオロスチレン、2,4
,6－トリフルオロスチレン、パラ－ヒドロキシスチレンおよびこれらの混合物からなる群
から選ばれるスチレンモノマーから得られたポリスチレンから選ばれる、〔１２〕記載の
タイヤ。
〔１４〕　前記ブロックコポリマーの熱可塑性ブロックが、非置換ポリスチレンから得ら
れる、〔１３〕記載のタイヤ。
〔１５〕　前記ジエンエラストマーが、本質的に不飽和のジエンエラストマー類およびこ
れらのエラストマーの混合物からなる群から選ばれる、〔１〕～〔１４〕のいずれか１項
記載のタイヤ。
〔１６〕　前記ジエンエラストマーが、4～12個の炭素原子を有する共役ジエンモノマー
の重合によって得られるホモポリマー、１種以上の共役ジエンの相互間の共重合または１
種以上の共役ジエンと8～12個の炭素原子を有する１種以上のビニル芳香族化合物との共
重合によって得られるコポリマー、およびこれらの混合物からなる群から選ばれる、〔１
５〕記載のタイヤ。
〔１７〕　前記ジエンエラストマーが、ポリブタジエン、合成ポリイソプレン、天然ゴム
、ブタジエンコポリマー、イソプレンコポリマーおよびこれらのエラストマーの混合物か
らなる群から選ばれる、〔１６〕記載のタイヤ。
〔１８〕　ジエンエラストマーの含有量が40～90phrの範囲内であり、熱可塑性エラスト
マーの含有量が10～60phrの範囲内である、〔１〕～〔１７〕のいずれか１項記載のタイ
ヤ。
〔１９〕　ジエンエラストマーの含有量が50～80phrの範囲内であり、熱可塑性エラスト
マーの含有量が20～50phrの範囲内である、〔１〕～〔１８〕のいずれか１項記載のタイ
ヤ。
〔２０〕　ジエンエラストマーの含有量が55～70phrの範囲内であり、熱可塑性エラスト
マーの含有量が30～45phrの範囲内である、〔１〕～〔１９〕のいずれか１項記載のタイ
ヤ。
〔２１〕　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑
性樹脂が、0～280℃、好ましくは5～250℃の範囲内の規格ASTM D3418、1999年に従いDSC
によって測定したガラス転移温度(Tg)を有する、〔１〕～〔２０〕のいずれか１項記載の
タイヤ。
〔２２〕　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑
性樹脂が、下記の一般式(I)のポリフェニレン単位を主として含む化合物である、〔１〕
～〔２１〕のいずれか１項記載のタイヤ：

　　　　　　　　　　　　　(I)
 (式中、
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・R1、R2、R3およびR4は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、アルコキシ、ハロゲン、
アミノ、アルキルアミノまたはジアルキルアミノの各基、或いは少なくとも２個の炭素原
子を含み、ヘテロ原子によって遮断されていてもよく、さらに、置換されていてもよい炭
化水素系の基から選ばれる同一または異なる基を示し；一方のR1とR3および他方のR2とR4
は、これらを結合している炭素原子と一緒に、式(I)の化合物のベンゼン環に融合した１
個以上の環を形成し得；
・nは、3～300の範囲内の整数である)。
〔２３〕　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑
性樹脂が、R1、R2、R3およびR4が、互いに独立して、下記の基から選ばれる同一または異
なる基を示す一般式(I)のポリフェニレン単位を主として含む化合物である、〔２２〕記
載のタイヤ：
・水素；
・ヒドロキシル、アルコキシ、ハロゲン、アミノ、アルキルアミノまたはジアルキルアミ
ノの各基；
・1～25個(好ましくは2～18個)の炭素原子を含み、窒素、酸素およびイオウから選ばれた
ヘテロ原子によって遮断されていてもよく、さらに、ヒドロキシル、アルコキシ、アミノ
、アルキルアミノ、ジアルキルアミノまたはハロゲンの各基によって置換されていてもよ
い線状、枝分れまたは環状のアルキル基；
・6～18個(好ましくは6～12個)の炭素原子を含み、ヒドロキシル、アルコキシ、アミノ、
アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルキルまたはハロゲンの各基によって置換されて
いてもよいアリール基。
〔２４〕　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑
性樹脂が、R1、R2、R3およびR4が、互いに独立して、下記の基から選ばれる同一または異
なる基を示す一般式(I)のポリフェニレン単位を主として含む化合物である、〔２２〕お
よび〔２３〕のいずれか１項記載のタイヤ：
・水素；
・ヒドロキシル基もしくは1～6個の炭素原子を含むアルコキシ基、ハロゲン、アミノ基、
1～6個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、または2～12個の炭素原子を含むジアルキル
アミノ基；
・1～12個(好ましくは2～6個)の炭素原子を含み、ヘテロ原子によって遮断されていても
よく、さらに、ヒドロキシル基または1～6個の炭素原子を含むアルコキシ基、アミノ基ま
たは1～6個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、または2～12個の炭素原子を含むジアル
キルアミノ基、またはハロゲンによって置換されていてもよい線状、枝分れまたは環状の
アルキル基；
・6～18個(好ましくは6～12個)の炭素原子を含み、ヒドロキシル基または1～6個の炭素原
子を含むアルコキシ基、アミノ基または1～6個の炭素原子を含むアルキルアミノ基、また
は2～12個の炭素原子を含むジアルキルアミノ基、1～12個の炭素原子を含むアルキル基、
またはハロゲンによって置換されていてもよいアリール基。
〔２５〕　R1およびR2がアルキル基、特にメチル基を示し、R3およびR4が水素原子を示す
、〔２２〕～〔２４〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔２６〕　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑
性樹脂が、nが3～50、好ましくは5～30、さらに良好には6～20の範囲内の整数である一般
式(1)のポリフェニレン単位を主として含む化合物である、〔２２〕～〔２５〕のいずれ
か１項記載のタイヤ。
〔２７〕　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑
性樹脂が、80質量%よりも多い、好ましくは95質量%よりも多い一般式(1)のポリフェニレ
ン単位を含む化合物である、〔２２〕～〔２６〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔２８〕　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑
性樹脂の含有量が、1～50phr、好ましくは2～40phrの範囲内である、〔１〕～〔２７〕の
いずれか１項記載のタイヤ。
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〔２９〕　置換されていてもよいポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱可塑
性樹脂の含有量が、2～30phr、好ましくは2～20phrの範囲内である、〔２８〕記載のタイ
ヤ。
〔３０〕　前記トレッドの組成物が、さらに、補強用充填剤を80phr未満、好ましくは60p
hr未満の含有量で含む、〔１〕～〔２９〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔３１〕　補強用充填剤の含有量が、3～50phr、好ましくは5～40phrである、〔３０〕記
載のタイヤ。
〔３２〕　前記補強用充填剤が、カーボンブラックおよび/またはシリカである、〔３０
〕および〔３１〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔３３〕　主要補強用充填剤が、シリカである、〔３０〕～〔３２〕のいずれか１項記載
のタイヤ。
〔３４〕　主要補強用充填剤が、カーボンブラックである、〔３０〕～〔３２〕のいずれ
か１項記載のタイヤ。
〔３５〕　前記トレッドの組成物が、ポリフェニレンエーテル単位をベースとする前記熱
可塑性樹脂以外の可塑化系を含まないか、或いは可塑化系を20phr未満、好ましくは15phr
未満の総可塑剤含有量でもって含む、〔１〕～〔３４〕のいずれか１項記載のタイヤ。
〔３６〕　前記トレッドの組成物が、架橋系をさらに含む、〔３５〕記載のタイヤ。
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